
岩倉市学校施設長寿命化計画（改訂版）新旧対象表
※改定箇所を下線で示しています。

頁 改定後 改定前 改定理由
第１章　学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 第１章　学校施設の長寿命化計画の背景・目的等
１.背景 １.背景

1

　本市の学校施設は、昭和40年代から昭和50年代にかけて、急激な人口増加に伴う児童生徒
数の増加にあわせて集中的に整備が行われてきました。近年では平成28年度(2016年度)に学
校給食センター、令和3年度(2021年度)に岩倉北小学校屋内運動場等複合施設が新たに整備
され、本市が所有する公共建築物のうち、延床面積の約50％を学校施設が占めています。

　本市の学校施設は、昭和40年代から昭和50年代にかけて、急激な人口増加に伴う児童生徒
数の増加にあわせて集中的に整備が行われてきました。近年では平成28年度(2016年度)に学
校給食センター（新）が新たに整備され、本市が所有する公共建築物のうち、延床面積の約
50％を学校施設が占めています。

時点修正

１.目的 １.目的

1

岩倉市学校施設長寿命化計画（以下「本計画」という。）は、本市が所有する学校施設につ
いて、上記の背景や岩倉市教育振興基本計画（令和4年3月改訂）を踏まえて総合的な観点で
捉え、長寿命化できるものは長寿命化し、適正に修繕や建替えをするとともに、優先順位を
設定しつつ、教育環境の質的改善も考慮しながら、それに要するコストの縮減と平準化を図
ることを目的としています。
　このたび、岩倉市公共施設等総合管理計画及び岩倉市公共施設再配置計画の改訂や社会情
勢の変化を踏まえて、本計画の改訂を行いました。

岩倉市学校施設長寿命化計画（以下「本計画」という。）は、本市が所有する学校施設につ
いて、上記の背景や岩倉市教育振興基本計画（平成28年度）を踏まえて総合的な観点で捉
え、長寿命化できるものは長寿命化し、適正に修繕や建替えをするとともに、優先順位を設
定しつつ、教育環境の質的改善も考慮しながら、それに要するコストの縮減と平準化を図る
ことを目的としています。
　（新）

時点修正

３．計画期間 ３．計画期間

1

　計画期間は、上位計画である岩倉市公共施設等総合管理計画と整合を図りつつ、平成30年
度（2018年度）から令和38年度（2056年度）とし、原則として5年ごとに計画の見直しを行う
ことを基本とします。

　計画期間は、上位計画である岩倉市公共施設等総合管理計画と整合を図りつつ、平成30年
度（2018年度）から平成68年度（2056年度）とし、原則として5年ごとに計画の見直しを行う
ことを基本とします。

令和表記に変更

４．対象施設 ４．対象施設

1
① 小学校
　本市が保有する小学校は5校で、小学校全体の延床面積は、29,665㎡となっています。令和
4年度(2022年度)の児童数は、小学校全体で2,305人、学級数は97学級です。

① 小学校
　本市が保有する小学校は5校で、小学校全体の延床面積は、28,545㎡となっています。平成
29年度(2017年度)の児童数は、小学校全体で2,387人、学級数は87学級です。

時点修正

2

② 中学校
　本市が保有する中学校は2校で、中学校全体の延床面積は、17,066㎡となっています。令和
4年度(2022年度)の生徒数は、中学校全体で1,095人、学級数は37学級です。

② 中学校
　本市が保有する中学校は2校で、中学校全体の延床面積は、17,066㎡となっています。平成
29年度(2017年度)の生徒数は、中学校全体で1,180人、学級数は39学級です。

時点修正

表．学校施設一覧 表．学校施設一覧

2 時点修正



第２章　学校施設の目指すべき姿 第２章　学校施設の目指すべき姿
１.基礎的・基本的な学力の定着ときめ細かな指導を実践する教育環境の整備 １.基礎的・基本的な学力の定着ときめ細かな指導を実践する教育環境の整備

3

　個に応じたきめ細かな指導の充実を図り、児童生徒に基礎的・基本的な知識・技能を習得
させるため、グループ学習や少人数授業、小学校教科担任制等、多様な学習活動に柔軟に対
応できる環境づくりを進めます。

　個に応じたきめ細かな指導の充実を図り、児童生徒に基礎的・基本的な知識・技能を習得
させるため、調べ学習や少人数授業、ティームティーチング等、多様な学習活動に柔軟に対
応できる環境づくりを進めます。

時点修正

２．安全・安心、快適な施設環境の実現（生活空間の充実） ２．安全・安心、快適な施設環境の実現（生活空間の充実）

3

　児童生徒が安心して有意義な学校生活を送ることができるよう、防犯や施設の安全性に配
慮した施設整備を図るとともに、心のバリアフリーを育み、インクルーシブ教育を実践する
場として、施設・設備等のユニバーサルデザイン化を目指します。
（略）
　さらに、持続可能な社会の実現に向けてＳＤＧｓを推進するとともに、脱炭素社会の実現
に向けて再生可能エネルギーの利用やＬＥＤ化、校内緑化の推進等を進めます。

　児童生徒が安心して有意義な学校生活を送ることができるよう、防犯や施設の安全性に配
慮した施設整備を図るとともに、（新）施設・設備等のユニバーサルデザイン化を目指しま
す。

（略）
　さらに、地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、自然エネルギーの利用や校内
緑化の推進等を進めます。

改正バリアフリー法に
対応

第３章　学校施設の実態 第３章　学校施設の実態
１.学校施設の運営状況・活用状況等の実態 １.学校施設の運営状況・活用状況等の実態
（１）児童生徒数及び学級数の推移 （１）児童生徒数及び学級数の推移

4

① 小学校
　本市の小学校の児童数は曽野小学校が開校した昭和56年度(1981年度)は5,251人でしたが、
その後、児童数は減少し、平成29年度(2017年度)には2,387人（55％減）まで減少していま
す。学級数は昭和56年度(1981年度)は138学級でしたが、児童数の減少にともない、平成29年
度(2017年度)には87学級まで減少しています。
　令和4年度(2022年度)には、児童数は2,305人（56％減）まで減少しましたが、年々拡大す
る35人学級制の影響により学級数は97学級まで増加しています。
② 中学校
　本市の中学校の生徒数は昭和61年度(1986年度)は2,385人でしたが、その後、生徒数は減少
し、平成29年度(2017年度)には1,180人（51％減）まで減少しています。学級数は昭和60年度
(1985年度)は58学級でしたが、生徒数の減少にともない、平成29年度(2017年度)には39学級
まで減少しています。
　令和4年度（2022年度）には、さらに1,095人（54％減）、37学級まで減少しています。

① 小学校
　本市の小学校の児童数は曽野小学校が開校した昭和56年度(1981年度)は5,251人でしたが、
その後、児童数は減少し、平成29年度(2017年度)には2,387人（55％減）まで減少していま
す。学級数は昭和56年度(1981年度)は138学級でしたが、児童数の減少にともない、平成29年
度(2017年度)には87学級まで減少しています。
　（新）

② 中学校
　本市の中学校の生徒数は昭和61年度(1986年度)は2,385人でしたが、その後、生徒数は減少
し、平成29年度(2017年度)には1,180人（51％減）まで減少しています。学級数は昭和60年度
(1985年度)は58学級でしたが、生徒数の減少にともない、平成29年度(2017年度)には39学級
まで減少しています。
　（新）

時点修正

図．児童生徒数及び学級数の推移 図．児童生徒数及び学級数の推移

4 時点修正



表．児童生徒数及び学級数の推移 表．児童生徒数及び学級数の推移

5
平成29年度以降のデータ
を追加

15 17 19 21 23 25 27 29 令和1 3 4

児童数 870 835 858 836 847 804 790 731 709 692 686

学級数 27 27 27 26 27 26 26 25 24 25 26

児童数 526 522 535 518 474 465 472 495 485 495 504

学級数 17 17 20 19 18 16 17 17 20 20 22

児童数 280 252 241 218 188 182 156 149 145 123 124

学級数 12 11 11 10 9 9 8 8 8 9 9

児童数 391 375 374 396 428 388 380 392 405 438 444

学級数 13 13 13 14 15 14 14 15 15 16 17

児童数 671 700 711 697 677 632 613 620 598 552 547

学級数 22 23 23 22 21 22 23 22 22 22 23

2,738 2,684 2,719 2,665 2,614 2,471 2,411 2,387 2,342 2,300 2,305

91 91 94 91 90 87 88 87 89 92 97

生徒数 823 809 795 797 786 840 800 807 791 790 758

学級数 23 22 22 23 24 25 25 26 25 25 25

生徒数 430 426 431 433 440 436 394 373 385 369 337

学級数 14 14 13 14 15 15 13 13 15 15 12

1,253 1,235 1,226 1,230 1,226 1,276 1,194 1,180 1,176 1,159 1,095

37 36 35 37 39 40 38 39 40 40 37

3,991 3,919 3,945 3,895 3,840 3,747 3,605 3,567 3,518 3,459 3,400

128 127 129 128 129 127 126 126 129 132 134学級数合計

学級数

学級数

施設名

岩倉南小学校

岩倉東小学校

五条川小学校

曽野小学校

計

児童生徒数合計

岩倉中学校

南部中学校

中
学
校

生徒数

小
学
校

児童数

岩倉北小学校

計



（２）学校施設の配置状況 （２）学校施設の配置状況

図．岩倉北小学校配置図 図．岩倉北小学校配置図

7 時点修正

（４）学校施設の建築年度別保有量 （４）学校施設の建築年度別保有量

12

　対象施設の延床面積を建築年度別にみると、築30年以上40年未満の建築物が約3％、築40年
以上50年未満が約47％、築50年以上が約37％と、築年数が30年以上の建築物が全体の約90％
に達しています。
　旧耐震基準の建築物は全延床面積の84％を占めますが、すべての建築物は耐震補強済みで
す。

　対象施設の延床面積を建築年度別にみると、築30年以上40年未満の建築物が約21％、築40
年以上50年未満が約46％、築50年以上が約23％と、築年数が30年以上の建築物が全体の約
90％に達しています。
　旧耐震基準の建築物は全延床面積の87％を占めますが、すべての建築物は耐震補強済みで
す。

時点修正

図．学校施設の建築年度別保有量 図．学校施設の建築年度別保有量

12
平成29年度以降のデータ
を追加
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（㎡）

築20年以上 42棟（95%） 4.5万㎡（93%）

対象建物

44棟

4.8万㎡

（年度）

築30年以上 40棟（91%） 4.3万㎡（90%）

築30年以上

1万㎡(21%)

築40年以上

2.2万㎡(46%)
築20年以上

0.1万㎡(3%)

築10年以上

921㎡(1.9%)
築10年未満

0.2万㎡(5%)

築50年以上

1.1万㎡(23%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

5棟（11%） 0.6万㎡（13%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

39棟（89%） 4.2万㎡（87%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他



（５）今後の維持・改築コスト（従来型） （５）今後の維持・改築コスト（従来型）
図．今後の維持・改築コスト（従来型） 図．今後の維持・改築コスト（従来型）

14 令和表記に変更

２．学校施設の老朽化状況の実態 ２．学校施設の老朽化状況の実態
（１）構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 （１）構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価

15

　構造躯体については、すべての建築物で耐震補強済みであり、コンクリートの圧縮強度も
13.5N/mm2以上と、健全な状態であることを確認しています。
　また、令和元年度から建築士の資格をもつ職員と施設担当課の職員で施設の劣化状況等を
把握するために、施設点検を毎年実施しています。

　構造躯体については、すべての建築物で耐震補強済みであり、コンクリートの圧縮強度も
13.5N/mm2以上と、健全な状態であることを確認しています。
　（新）

現状に合わせた記載内容
に変更

16

① 小学校
　小学校の建築物は岩倉北小学校の屋内運動場等複合施設及び岩倉東小学校の屋内運動場を
除き、築40年以上が経過しており、50年以上経過している建築物も18棟あります。校舎及び
屋内運動場の耐震化はすべての小学校で対応済みです。劣化状況評価では広範囲に劣化が見
られる建築物が多く、健全度の平均値は63点となっており、部分的な劣化から全体的な劣化
に移行しつつある状況となっています。
　なお、岩倉南小学校本館は令和2年度に大規模改造を実施したため、築50年以上ですがＡ
判定となっています。
　令和3年度に実施した施設点検による劣化状況の判定結果は以下のとおりです。

① 小学校
　小学校の建築物は（新）岩倉東小学校の屋内運動場を除き、築30年以上が経過しており、
50年以上経過している建築物も10棟あります。校舎及び屋内運動場の耐震化はすべての小学
校で対応済みです。劣化状況評価では広範囲に劣化が見られる建築物が多く、健全度の平均
値は59点となっており、部分的な劣化から全体的な劣化に移行しつつある状況となっていま
す。
　（新）

時点修正
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（億円）

（年度）

10年間

7.1億円/年

10年間

8.6億円/年

10年間

5.4億円/年

10年間

3.6億円/年

施設整備費（修繕維持費含む） 改築 大規模改造 その他施設関連費部位修繕 維持修繕費 光熱水費・委託費

40年間の総額

246億円

40年間の平均

6.1億円/年

過去の

施設関連経費

1.8億円/年

対象建物

44棟（4.8万㎡）

3.4倍



表．構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価（小学校） 表．構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価（小学校）

16 時点修正

※1　岩倉北小学校の屋内運動場等複合施設は、放課後児童クラブの延床面積549㎡を除く。
※2　岩倉南小学校の南館は、放課後児童クラブの延床面積130㎡を除く。
※3　岩倉東小学校の北館東棟は、放課後児童クラブの延床面積87㎡を除く。

（新）
※1　岩倉南小学校の南館は、放課後児童クラブの延床面積130㎡を除く。
※2　岩倉東小学校の北館東棟は、放課後児童クラブの延床面積87㎡を除く。

17

② 中学校、学校給食センター
　中学校の建築物は、武道場及び岩倉中学校北館東を除き、築40年以上が経過しており、50
年以上経過している建築物も4棟あります。校舎及び屋内運動場の耐震化はすべての中学校
で対応済みです。劣化状況評価では広範囲に劣化が見られる建築物が多く、健全度の平均値
は60点となっており、部分的な劣化から全体的な劣化に移行しつつある状況となっていま
す。
　令和3年度に実施した施設点検による劣化状況の判定結果は以下のとおりです。

② 中学校、学校給食センター
　中学校の建築物は、武道場以外のすべての建築物で築30年以上が経過しており、岩倉中学
校の北館西棟と屋内運動場は築50年以上が経過しています。校舎及び屋内運動場の耐震化は
すべての中学校で対応済みです。劣化状況評価では広範囲に劣化が見られる建築物が多く、
健全度の平均値は58点となっており、部分的な劣化から全体的な劣化に移行しつつある状況
となっています。
　（新）

時点修正

1 岩倉北小学校 北館西 1 小学校 校舎 RC 3 707 1961 S36 56 旧 済 済 H18 19.5 A C C - A 54

2 岩倉北小学校 北館中央 2 小学校 校舎 RC 3 1,400 1966 S41 51 旧 済 済 H18 28.1 A C C A A 60

3 岩倉北小学校 北館東 3 小学校 校舎 RC 3 728 1967 S42 50 旧 済 済 H18 20.0 A C C A A 60

4 岩倉北小学校 南館西 4 小学校 校舎 RC 3 595 1972 S47 45 旧 済 済 H8 34.6 A C C A A 60

5 岩倉北小学校 南館中央 5 小学校 校舎 RC 3 1,334 1969 S44 48 旧 済 済 H8 31.5 A C C A A 60

6 岩倉北小学校 南館東 6 小学校 校舎 RC 3 370 1968 S43 49 旧 済 済 H8 31.5 A A C A A 78

7 岩倉北小学校 西館 7 小学校 校舎 RC 2 407 1974 S49 43 旧 済 済 H18 31.6 A C C A A 60

8 岩倉南小学校 本館西端部 1 小学校 校舎 RC 3 748 1969 S44 48 旧 済 済 H9 23.9 A A C - C 64

9 岩倉南小学校 本館中央西 2 小学校 校舎 RC 3 914 1966 S41 51 旧 済 済 H9 27.1 A C C A C 53

10 岩倉南小学校 本館中央東 3 小学校 校舎 RC 3 1,051 1965 S40 52 旧 済 済 H9 27.4 A C C A C 53

11 岩倉南小学校 本館東端部 4 小学校 校舎 RC 3 448 1961 S36 56 旧 済 済 H9 18.7 A C C - C 46

12 岩倉南小学校 東館 5 小学校 校舎 RC 3 1,180 1973 S48 44 旧 済 済 H18 29.0 A B C A B 67

13 岩倉南小学校 西館 6 小学校 校舎 RC 3 757 1977 S52 40 旧 済 済 H18 28.5 A A C A A 78

14 岩倉南小学校 南館 ※1 7 小学校 校舎 RC 3 768 1979 S54 38 旧 済 済 H18 39.8 A A C A C 70

15 岩倉南小学校 屋内運動場 8 小学校 体育館 RC 2 746 1968 S43 49 旧 済 済 H8 17.6 A C C B - 51

16 岩倉東小学校 北館西 1 小学校 校舎 RC 3 1,571 1965 S40 52 旧 済 済 H18 28.3 C C C A C 48

17 岩倉東小学校 北館中央 2 小学校 校舎 RC 3 921 1967 S42 50 旧 済 済 H18 17.0 A C C - A 54

18 岩倉東小学校 北館東 ※2 3 小学校 校舎 RC 3 175 1970 S45 47 旧 済 済 H18 34.4 A C C - A 54

19 岩倉東小学校 南館西端部 4 小学校 校舎 RC 3 69 1971 S46 46 旧 済 済 H9 29.3 A A C B - 68

南館中央西(1F、2F) 小学校 校舎 RC 2 753 1965 S40 52 済 済 H9

南館中央西(3F) 小学校 校舎 S 1 316 1974 S49 43 済 済 H9

21 岩倉東小学校 南館中央 6 小学校 校舎 RC 3 220 1967 S42 50 旧 済 済 H9 29.3 C C C - A 49

22 岩倉東小学校 南館中央東 7 小学校 校舎 RC 3 437 1970 S45 47 旧 済 済 H9 29.3 B C C A - 52

23 岩倉東小学校 南館東端部 8 小学校 校舎 RC 3 450 1973 S48 44 旧 済 済 H9 29.3 C C C - A 49

24 岩倉東小学校 屋内運動場 9 小学校 体育館 RC 2 921 2001 H13 16 新 - - - - C C C A A 55

25 五条川小学校 本館西 1 小学校 校舎 RC 3 2,452 1975 S50 42 旧 済 済 H18 27.8 B C C A C 51

26 五条川小学校 本館中央 2 小学校 校舎 RC 3 587 1977 S52 40 旧 済 済 H18 27.1 A B C A A 70

27 五条川小学校 本館東 3 小学校 校舎 RC 3 692 1978 S53 39 旧 済 済 H18 27.1 A C C A A 60

28 五条川小学校 屋内運動場 4 小学校 体育館 RC 1 740 1976 S51 41 旧 済 済 H8 20.5 B C B A A 71

29 曽野小学校 本館 1 小学校 校舎 RC 4 5,098 1981 S56 36 旧 済 済 H29 40.7 B C C A B 55

30 曽野小学校 屋内運動場 2 小学校 体育館 RC 2 990 1981 S56 36 旧 済 済 H13 20.6 B C C A A 58
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1 岩倉北小学校 北館西 1 小学校 校舎 RC 3 707 1961 S36 61 旧 済 済 H18 19.5 A C C - A 54

2 岩倉北小学校 北館中央 2 小学校 校舎 RC 3 1,400 1966 S41 56 旧 済 済 H18 28.1 A C C A A 60

3 岩倉北小学校 北館東 3 小学校 校舎 RC 3 728 1967 S42 55 旧 済 済 H18 20.0 A C C A A 60

4 岩倉北小学校 南館西 4 小学校 校舎 RC 3 595 1972 S47 50 旧 済 済 H8 34.6 A C C A A 60

5 岩倉北小学校 南館中央 5 小学校 校舎 RC 3 1,334 1969 S44 53 旧 済 済 H8 31.5 A C C A A 60

6 岩倉北小学校 南館東 6 小学校 校舎 RC 3 370 1968 S43 54 旧 済 済 H8 31.5 A B C A A 70

7 岩倉北小学校 屋内運動場等複合施設 ※1 7 小学校 体育館 RC 2 1,527 2021 R3 1 新 - - - - - - - - - -

8 岩倉南小学校 本館西端部 1 小学校 校舎 RC 3 748 1969 S44 53 旧 済 済 H9 23.9 A A A - A 93

9 岩倉南小学校 本館中央西 2 小学校 校舎 RC 3 914 1966 S41 56 旧 済 済 H9 27.1 A A A A A 100

10 岩倉南小学校 本館中央東 3 小学校 校舎 RC 3 1,051 1965 S40 57 旧 済 済 H9 27.4 A A A A A 100

11 岩倉南小学校 本館東端部 4 小学校 校舎 RC 3 448 1961 S36 61 旧 済 済 H9 18.7 A A A - A 93

12 岩倉南小学校 東館 5 小学校 校舎 RC 3 1,180 1973 S48 49 旧 済 済 H18 29.0 B B C A B 65

13 岩倉南小学校 西館 6 小学校 校舎 RC 3 757 1977 S52 45 旧 済 済 H18 28.5 A A C A B 75

14 岩倉南小学校 南館 ※2 7 小学校 校舎 RC 3 768 1979 S54 43 旧 済 済 H18 39.8 A A C A C 70

15 岩倉南小学校 屋内運動場 8 小学校 体育館 RC 2 746 1968 S43 54 旧 済 済 H8 17.6 A C C B - 51

16 岩倉東小学校 北館西 1 小学校 校舎 RC 3 1,571 1965 S40 57 旧 済 済 H18 28.3 C C C A C 48

17 岩倉東小学校 北館中央 2 小学校 校舎 RC 3 921 1967 S42 55 旧 済 済 H18 17.0 B C C - C 44

18 岩倉東小学校 北館東 ※3 3 小学校 校舎 RC 3 175 1970 S45 52 旧 済 済 H18 34.4 B C C - C 44

19 岩倉東小学校 南館西端部 4 小学校 校舎 RC 3 69 1971 S46 51 旧 済 済 H9 29.3 A A C B - 68

南館中央西(1F、2F) 小学校 校舎 RC 2 753 1965 S40 57 済 済 H9

南館中央西(3F) 小学校 校舎 S 1 316 1974 S49 48 済 済 H9

21 岩倉東小学校 南館中央 6 小学校 校舎 RC 3 220 1967 S42 55 旧 済 済 H9 29.3 C C C - - 43

22 岩倉東小学校 南館中央東 7 小学校 校舎 RC 3 437 1970 S45 52 旧 済 済 H9 29.3 B C C A - 52

23 岩倉東小学校 南館東端部 8 小学校 校舎 RC 3 450 1973 S48 49 旧 済 済 H9 29.3 C C C - C 41

24 岩倉東小学校 屋内運動場 9 小学校 体育館 RC 2 921 2001 H13 21 新 - - - - B C C A A 58

25 五条川小学校 本館西 1 小学校 校舎 RC 3 2,452 1975 S50 47 旧 済 済 H18 27.8 B C C A C 51

26 五条川小学校 本館中央 2 小学校 校舎 RC 3 587 1977 S52 45 旧 済 済 H18 27.1 A B C A A 70

27 五条川小学校 本館東 3 小学校 校舎 RC 3 692 1978 S53 44 旧 済 済 H18 27.1 A C C A A 60

28 五条川小学校 屋内運動場 4 小学校 体育館 RC 1 740 1976 S51 46 旧 済 済 H8 20.5 B C B A A 71

29 曽野小学校 本館 1 小学校 校舎 RC 4 5,098 1981 S56 41 旧 済 済 H29 40.7 B C C A B 55

30 曽野小学校 屋内運動場 2 小学校 体育館 RC 2 990 1981 S56 41 旧 済 済 H13 20.6 B C C A A 58
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表．構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価（中学校） 表．構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価（中学校）

17 時点修正

18

③部位別の劣化状況
　部位別の劣化状況を整理すると、築年数を重ねるごとにＣ判定の割合が高くなり、外壁及
び内部仕上げでは、その傾向が顕著にみられます。

③部位別の劣化状況
　年度別に劣化状況を整理すると、築30年を経過した建築物ほどＣ判定の割合が高くなりま
す。外壁及び内部仕上げでは、その傾向が顕著にみられます。

時点修正

図．屋根・屋上 年度別劣化状況 図．屋根・屋上 年度別劣化状況

18 時点修正

図．外壁 年度別劣化状況 図．外壁 年度別劣化状況

18 時点修正

31 岩倉中学校 北館西 1 中学校 校舎 RC 3 1,191 1967 S42 55 旧 済 済 H18 30.5 B C C A A 58

32 岩倉中学校 北館中央 2 中学校 校舎 RC 3 1,465 1971 S46 51 旧 済 済 H18 23.1 B C C A A 58

33 岩倉中学校 北館東 3 中学校 校舎 RC 3 1,477 1983 S58 39 新 - - - - C C C A A 55

34 岩倉中学校 南館西 4 中学校 校舎 RC 3 1,367 1970 S45 52 旧 済 済 H16 30.3 A C C A A 60

35 岩倉中学校 南館東 5 中学校 校舎 RC 3 1,757 1973 S48 49 旧 済 済 H16 21.7 A C C A A 60

36 岩倉中学校 屋内運動場 6 中学校 体育館 RC 2 874 1961 S36 61 旧 済 済 H15 23.9 B C C A - 52

37 岩倉中学校 武道場 7 中学校 武道場 RC 1 719 1994 H6 28 新 - - - - A B C A A 70

38 南部中学校 北館西 1 中学校 校舎 RC 4 1,390 1976 S51 46 旧 済 済 H14 38.4 B C C A B 55

39 南部中学校 北館東 2 中学校 校舎 RC 4 2,691 1977 S52 45 旧 済 済 H14 38.4 A C C A B 57

40 南部中学校 南館西 3 中学校 校舎 RC 2 1,343 1976 S51 46 旧 済 済 H18 20.7 A C C A B 57

41 南部中学校 南館東 4 中学校 校舎 RC 4 1,029 1978 S53 44 旧 済 済 H18 20.7 A C C A B 57

42 南部中学校 屋内運動場 5 中学校 体育館 RC 2 1,040 1977 S52 45 旧 済 済 H12 35.0 B C C A B 55

43 南部中学校 武道場 6 中学校 武道場 RC 1 723 1993 H5 29 新 - - - - B B B A B 78

44 学校給食センター 調理室・事務室 1 給食センター 給食センター S 1 2,387 2016 H28 6 新 - - - - A A A A A 100
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31 岩倉中学校 北館西 1 中学校 校舎 RC 3 1,191 1967 S42 50 旧 済 済 H18 30.5 B C C A C 51

32 岩倉中学校 北館中央 2 中学校 校舎 RC 3 1,465 1971 S46 46 旧 済 済 H18 23.1 B C C A C 51

33 岩倉中学校 北館東 3 中学校 校舎 RC 3 1,477 1983 S58 34 新 - - - - C C C A C 48

34 岩倉中学校 南館西 4 中学校 校舎 RC 3 1,367 1970 S45 47 旧 済 済 H16 30.3 B C C A C 51

35 岩倉中学校 南館東 5 中学校 校舎 RC 3 1,757 1973 S48 44 旧 済 済 H16 21.7 B C C A C 51

36 岩倉中学校 屋内運動場 6 中学校 体育館 RC 2 874 1961 S36 56 旧 済 済 H15 23.9 B C C A - 52

37 岩倉中学校 武道場 7 中学校 武道場 RC 1 719 1994 H6 23 新 - - - - A B C A A 70

38 南部中学校 北館西 1 中学校 校舎 RC 4 1,390 1976 S51 41 旧 済 済 H14 38.4 A C C A B 57

39 南部中学校 北館東 2 中学校 校舎 RC 4 2,691 1977 S52 40 旧 済 済 H14 38.4 A C C A B 57

40 南部中学校 南館西 3 中学校 校舎 RC 2 1,343 1976 S51 41 旧 済 済 H18 20.7 A B C A A 70

41 南部中学校 南館東 4 中学校 校舎 RC 4 1,029 1978 S53 39 旧 済 済 H18 20.7 B C C A B 55

42 南部中学校 屋内運動場 5 中学校 体育館 RC 2 1,040 1977 S52 40 旧 済 済 H12 35.0 B C C A B 55

43 南部中学校 武道場 6 中学校 武道場 RC 1 723 1993 H5 24 新 - - - - B B B A A 81

44 学校給食センター 調理室・事務室 1 給食センター 給食センター S 1 2,387 2016 H28 1 新 - - - - A A A A A 100
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図．内部仕上 年度別劣化状況 図．内部仕上 年度別劣化状況

18 時点修正

図．電気設備 年度別劣化状況 図．電気設備 年度別劣化状況

18 時点修正

図．機械設備 年度別劣化状況 図．機械設備 年度別劣化状況

18 時点修正
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（２）今後の維持・改築コスト（長寿命化型） （２）今後の維持・改築コスト（長寿命化型）
図．今後の維持・改築コスト（長寿命化型） 図．今後の維持・改築コスト（長寿命化型）

21 令和表記に変更

第４章　学校施設整備の基本的な方針等 第４章　学校施設整備の基本的な方針等
１.学校施設の規模・配置計画等の方針 １.学校施設の規模・配置計画等の方針
（１）学校施設の長寿命化計画の基本方針 （１）学校施設の長寿命化計画の基本方針

23

（新）

新規

第５章　基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 第５章　基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等
２.維持管理の項目・手法等 ２.維持管理の項目・手法等

30

　将来にわたって建物を健全な状態に保つため、効率的かつ効果的に定期点検を実施してい
きます。点検・評価項目は、平成26年度(2014年度)に実施した公共建築物現況調査と同様
に、建築物の部位（屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備）に対し、Ａ～Ｄの4
段階で劣化状況を判定します。令和元年度からは、建築士の資格をもつ職員と施設担当課の
職員で施設の劣化状況等を把握するために、施設点検を毎年実施しています。

　将来にわたって建物を健全な状態に保つため、5年間隔を目途に、効率的かつ効果的に定期
点検を実施していきます。点検・評価項目は、平成26年度(2014年度)に実施した公共建築物
現況調査と同様に、建築物の部位（屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備）に
対し、Ａ～Ｄの4段階で劣化状況を判定します。（新） 時点修正
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（億円）

（年度）

10年間

4.2億円/年

10年間

4.4億円/年

10年間

7.9億円/年

10年間

6.4億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 大規模改造
その他施設

関連費
長寿命化改修 部位修繕 維持修繕費

光熱水費・

委託費
縮減費

過去の

施設関連経費

1.8億円/年

対象建物

44棟（4.8万㎡）
40年間の総額

228億円

40年間の平均

5.7億円/年

3.2倍



第６章　長寿命化の実施計画 第６章　長寿命化の実施計画
１.改修等の優先順位付けと中長期の事業計画 １.改修等の優先順位付けと中長期の事業計画

31 令和表記に変更

表．中長期の事業計画 表．中長期の事業計画

32 時点修正

※代表建築年度及び代表築年数は、その施設の中で最も築年数が古い棟の情報を表示
※（ ）は次節に示す今後5年間の実施計画に含まれる項目を示す
※【 】は施工済みの工事を示す
※平成30年度から68年度までの計画期間を長期とし、中期は約10年間で1区切りとして、第1
期から
第4期に分けて表示

※代表建築年度及び代表築年数は、その施設の中で最も築年数が古い棟の情報を表示
※（ ）は次節に示す今後5年間の実施計画に含まれる項目を示す
（新）
※平成30年度から68年度までの計画期間を長期とし、中期は約10年間で1区切りとして、第1
期から
第4期に分けて表示

第1期計画 第2期計画 第3期計画 第4期計画

2018(H30)～2026(H38) 2027(H39)～2036(H48) 2037(H49)～2046(H58) 2047(H59)～2056(H68)

北館 S36 56 改築 大規模改造

南館 S43 49 改築 大規模改造

西館 S49 43 大規模改造 改築

本館 S36 56 （大規模改造） 改築

東館 S48 44 大規模改造 改築

西館 S52 40 （長寿命化改修） 大規模改造

南館 S54 38 長寿命化改修 大規模改造

屋内運動場 S43 49 大規模改造 改築

北館 S40 52 大規模改造 改築

南館 S40 52 大規模改造 改築

屋内運動場 H13 16 大規模改造 長寿命化改修

本館 S50 42 大規模改造 改築

屋内運動場 S51 41 大規模改造 改築

本館 S56 36 長寿命化改修 大規模改造

屋内運動場 S56 36 長寿命化改修 大規模改造

北館 S42 50 （大規模改造） 改築

南館 S45 47 （大規模改造） 改築

屋内運動場 S36 56 大規模改造 改築

武道場 H6 23 長寿命化改修 大規模改造

北館 S51 41 大規模改造 改築

南館 S51 41 大規模改造 改築

屋内運動場 S52 40 長寿命化改修 大規模改造

武道場 H5 24 長寿命化改修 大規模改造

学校給食センター 調理室・事務室 H28 1 大規模改造 長寿命化改修

代表
建築
年度

代表
築

年数
建物名施設名

南部中学校

岩倉北小学校

岩倉南小学校

岩倉東小学校

五条川小学校

曽野小学校

岩倉中学校

第1期計画 第2期計画 第3期計画 第4期計画

2018(H30)～2026(R8) 2027(R9)～2036(R18) 2037(R19)～2046(R28) 2047(R29)～2056(R38)

北館 S36 61 改築 大規模改造

南館 S43 54 改築 大規模改造

屋内運動場等
複合施設

R3 1 大規模改造

本館 S36 61 【大規模改造】 改築

東館 S48 49 大規模改造 改築

西館 S52 45 （長寿命化改修） 大規模改造

南館 S54 43 （長寿命化改修） 大規模改造

屋内運動場 S43 54 大規模改造 改築

北館 S40 57 （大規模改造） 改築

南館 S40 57 （大規模改造） 改築

屋内運動場 H13 21 （大規模改造） 長寿命化改修

本館 S50 47 大規模改造 改築

屋内運動場 S51 46 大規模改造 改築

本館 S56 41 長寿命化改修 大規模改造

屋内運動場 S56 41 （長寿命化改修） 大規模改造

北館 S42 55 【大規模改造】 改築

南館 S45 52 【大規模改造】 改築

屋内運動場 S36 61 （大規模改造） 改築

武道場 H6 28 長寿命化改修 大規模改造

北館 S51 46 （大規模改造） 改築

南館 S51 46 （大規模改造） 改築

屋内運動場 S52 45 （長寿命化改修） 大規模改造

武道場 H5 29 長寿命化改修 大規模改造

学校給食センター 調理室・事務室 H28 6 大規模改造 長寿命化改修

代表
建築
年度

代表
築

年数
建物名施設名

南部中学校

岩倉北小学校

岩倉南小学校

岩倉東小学校

五条川小学校

曽野小学校

岩倉中学校



２.今後５年間の実施計画 ２.今後５年間の実施計画

33
　財政面でのバランスを考慮しながら、老朽化が著しい建物から順番に、大規模改造及び長
寿命化改修を実施していきます。

　今後5年間は、平成32年度から平成34年度にかけて、岩倉北小学校屋内運動場の建設事業
を予定していることから、財政面でのバランスを考慮しながら、老朽化が著しい建物から順
番に、大規模改造及び長寿命化改修を実施していきます。

時点修正

表．今後５年間の実施計画 表．今後５年間の実施計画

33 時点修正

図．今後５年間の実施計画 図．今後５年間の実施計画

33 時点修正

学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費
岩倉北小学校

屋内運動場

岩倉南小学校
西館

岩倉中学校 145.3 岩倉中学校
南館 北館

岩倉南小学校
本館

中学校 小学校

2校 5校

145.3 555.5 342.8 403.8 109.2

243.0 342.8

合計

年度

事業名称

長寿命化改修
施
設
整
備
費

空調整備

建設 403.8

平成30 平成31 平成32 平成33 平成34

109.2

大規模改造
106.8

解体

205.7

（百万円）

学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費

岩倉南小学校 岩倉南小学校 曽野小学校
西館 202.3 南館 191.1 屋内運動場 85.5

南部中学校

屋内運動場 89.8
南部中学校 南部中学校 岩倉東小学校 岩倉東小学校

北館 155.8 南館 143.9 屋内運動場 50.0 南館 185.2
岩倉中学校

屋内運動場 38.7

155.8 143.9 202.3 369.6 270.7合計

年度
事業名称

長寿命化改修
施
設
整
備
費

空調整備

建設

大規模改造

解体

令和5 令和6 令和7 令和8 令和9



用語集 用語集

35
改正バリアフリー法に
対応した用語の追記


